　　　　　　　　　　　　湘南桜友会　創立10周年記念

　　　　　　中條高徳先輩　講演会　「これで良いのか日本」

（昭和27年学習院大学政治学科卒業後アサヒビール入社、代表取締役副社長、アサヒビール飲料会長

　を経て、アサヒビール名誉顧問。多彩な講演内容で活躍中）

　以前より中條先輩の著書を拝読し、とても尊敬している方でしたので、今回の講演で

直接お話を伺えるのを楽しみにして居りました。

　初めにお話をされたのは、滅んでしまった、あるいは滅び行く民族の３つの条件に

ついてでした。

その１「夢を忘れた民族は滅びる」

　　　　中條先輩が会長をしていらっしゃる（社）国際青年文化協会が文化省の依頼で行っている、日・米・中・韓の青少年に対するアンケート結果によると、日本の青少年の夢が他国に比べてとても小さく、しかも更に年々小さくなっているとの事です。

　　　　日本は戦後、経済発展にのみ励み、経済的にはとても豊かにはなりましたが、それによって若者が夢を失ってしまった。経済的な豊かさと夢とは反比例の関係に有るという事です。

その２「物の価値だけを追求し、心の価値を見失った民族は滅びる」

　　　　即ち、全て金で計れる物のみを追い求めてばかりいる民族。日本でもちょっと前に “ほりえもん”や“村上ファンド”に代表されるファンドマネージャーとやらが持て囃されました。これはその１とも関連していると思います。

その３「民族の歴史を忘れた民族は滅びる｣

　　　　中條先輩によると、これは士官学校で敵に対する戦略として教えられたそうです。

　　　　進駐軍は戦後日本の学校で、日本の伝統的な価値観や道徳観を教える“修身”を真っ先に禁止し、“国史（歴史）”と“地理”も禁止してしまいました。日本史は教えていますが、国史は今だに教えていません。

　　　　以上３つの民族が滅びる条件を兼ね備えているのが戦後の日本であり、今、正に限りなく滅びへと向かっているのに間違いはありません、とおっしゃいました。この中條先輩のご指摘は、残念ながら私も同感であると言わざるを得ません。

　　次にお話されたのは、我々が1492年のコロンブスによる新大陸の発見（本人はインドだと思ったまま死にましたが）や、ヴァスコ・ダ・ガマのインド航路の発見等が成された時を大航海の時代と称し、肯定的に捕らえている事への疑問です。これは、

あくまでも白人（欧米人）の立場から捕らえた見方であって、我々有色人種にとって

は全く異なった事実が隠されているというのです。即ち、この時代は白人（欧米人）

　　による植民地時代の始まりだったと。

具体的には、南米に入植したスペイン人によるアステカ文明とそれに続くインカ文

明の破壊と、金銀等の略奪、１千万人を超える中南米一帯の諸民族（インディオ）の虐殺をもたらしています。アジアに於いては、オランダによるインドネシア支配、フランスによるベトナム支配、そしてイギリスによるインド支配。かくの如く、500年前からの世界の歴史は、白人が有色人種の全てを植民地支配して来た歴史といっても過言ではありません。この中條先輩のお話は、全くそうだと思いました。

　

さて、そのアジアにおいて強大な力を持っていたのが歴代の支那帝国で、アジアでは歴代の支那帝国によって、留まる事無く侵略が繰り返されていました。元の時代には、ポーランド、ロシアまで侵略して国を広げ、文永、弘安と２度に亘り属国高麗と連合して日本の侵略を試みました。壱岐・対馬の多くの人々が虐殺され、九州にも上陸して来ましたが、勇猛果敢な武士の活躍と神風（台風）によって日本の独立を守る事ができたのです。

　そもそも支那人は自分達だけが文明人で、それ以外は皆禽獣の類として見下す、所謂“中華思想”という

考ええ方が根本にあるので、歴代の支那帝国は前述の白人同様、情け容赦なく侵略を行っていました。

現在は白人による露骨な侵略は行われていませんが、支那帝国（中共）は1974年のベトナムの西沙諸島と

1995年のフィリピンの南沙諸島の略奪、我が国の尖閣諸島、沖縄に対する露骨な侵略行為等、現在進行形で

侵略を行っています。この事実を我々はもっと真剣に考えなければならないと私は思います。

　

このアジアのチャンピオンもアヘン戦争ではイギリスに屈服。1868年の明治維新によって、日本が

260年間の鎖国から目覚め、開国した時に、アジアの中で独立を保っていたのは、タイ（シャム）と

日本だけでした。その後、日本はこのアジアのチャンピオンであり、侵略国家の支那帝国（清国）を

日清戦争で1894年に屈服させました。それによって、1000年に亘り歴代支那帝国の属国であった

朝鮮は独立できたのです。英国人イザベラ・バードの「朝鮮紀行」の中で言っている“文明の光は

何もなかった国”朝鮮は、日本の統治によりインフラが整備され、教育制度も整えられました。

戦前にあった９帝大のうち、京城帝大は何と大坂帝大、名古屋帝大よりも先に作られたと

中條先輩も言及されていました。因みに、我が学習院の安倍能成先生は、第一高等学校校長の前は

京城帝大の教授をしておられました。

　私は、日本による朝鮮・台湾の統治は白人による全てを奪い取る植民地支配とは全く異なるもの

であり、彼の国から感謝されこそすれ、恨まれる筋合いは全く無いと常々思っていたので、中條先輩の

お話を伺い、とても嬉しくなりました。

　

さて、こうして支那帝国の清国を破った後、日本は満州、朝鮮に対する侵略を阻止し、独立を守る為に

戦った日露戦争に於いても、ぎりぎりとは言え勝利する事が出来ました。

もしロシアに敗れていれば、朝鮮も日本もロシアの植民地となり、白人による植民地支配の最終章と

なっていた事でしょう。世界有数の軍事大国、ロシア帝国に勝利した、この頃の日本を中條先輩が

「世界の中で光り輝いていた」と表現されましたが、これは決して大げさな表現ではないと私も思います。

そして、その光は、東亜のみならず、遠くインド、ペルシア、トルコ、アラビア、エジプト、

更にはロシア、プロイセン、オーストリアによって祖国を失ったポーランド人の心にも希望の光をも

たらしたのです。日本にはアジアを中心に、世界中から留学生がやって来ました。

　

こんなに輝かしい歴史を持っている日本であるにも拘らず、中條先輩が会長を務めていらっしゃる（社）日本国際青年文化協会が行っている先程のアンケートによると、

日本の青少年は、他の３国に比べて「自分の国に誇りが持てない」、「こんな国に生まれて恥ずかしい」等々情けないような回答が多く、しかも年々増加しているのにはビックリするとおっしゃいました。これは一体どういう事なのか？！中條先輩は、米国による７年間に及ぶ巧妙な日本弱体化占領政策によるものであると、喝破されました。

　アメリカが自由と民主主義の国だと思っている若者は多いと思いますが、それはとんでもない幻想で、多くの若者が行くグアムはスペインの植民地だったのを米西戦争によってフィリピンと共にスペインからもぎ取り、カメハメハ大王が統治していた楽園の島ハワイも侵略しました。カメハメハ大王が日本を訪れた時、自分の娘を山階宮様へ嫁がせたいとの申し入れがあったが、まだ幼子だったのでやんわりお断りしたとのエピソードも織り込まれましたが、そのハワイを1898年に制圧し、併合して５０番目の州に加え、太平洋を我が物にしようとしたのがアメリカです。

さてそのアメリカは日本に対して、第一次大戦後、目の上のたんこぶだった日英同盟を破棄させ、日本による満州事変などがあったとはいえ、蒋介石の国民党と連合し、米・英・支・ソの巧妙な連携の下に執拗な挑発と資源のない日本に対して米・英・蘭による経済封鎖を行いました。そして、事実上のアメリカによる宣戦布告文とも言える「ハル・ノート」によって更に日本は追い詰められ、戦うか、このまま滅びるかの二者択一の中、致し方無く戦端を開かざるを得なかったのが、先の戦争だったと私は受け止めています。これは、マッカーサーが朝鮮戦争後のアメリカ議会で、｢日本があの戦争でアメリカに対し戦端を開いた理由は、主に資源の無い日本にとっての国防上の問題であった。｣と明確に述べている事からも明らかです。

中條先輩のお話に戻りますが、具体的な日本７年間の日本弱体化占領政策について、６つ挙げられました。

１．天皇家のルーツにも繋がる神道をつぶす。

本来の神道は太古の昔より多発する地震や、毎年到来する台風による自然災害、又一方では梅雨時の雨や太陽の光等、自然に対する畏れと恵みに対する感謝の念から生まれたものだと思います。その中心におわしますのが天皇陛下であると思いますが、これら日本人の持っている宗教観をつぶす。恐らくアメリカ人は、神道が日本人を好戦的な民族にしたと勝手に思い込んだからに違いありません。

２．左翼系の学者達を日本の中心になる大学のリーダーに据える。

　　具体的には、矢内原忠雄を東大の総長に、滝川幸辰を京大の総長に、都留重人を一橋大の学長に据えました。学問の世界からの日本の歴史と伝統の破壊を目的として、総長、学長クラスに左翼系の学者を据えたのです。

３．獄中にあった共産党の指導者を釈放し、共産党を合法化。労働組合をどんどん作らせる。

４．全国の校長、教頭等、教育界のリーダーを、軍部に協力したとして、首を挿げ替える。

経済界のリーダーとなる、大会社の会長、社長、役員の首を挿げ替える。

· ３，４を行う事により、国民同志を対立させて日本の弱体化に繋げる。

５、国家は本来、自衛の権利を持っているが、それすら否定し、平和のみを唱える事により、軍人、軍隊を国民が嫌うように仕向ける。

６．２７名の教育使節団を派遣して、自分達が民主主義国家にさせてやるとの上から目線で、６・３・３・４制を押し付け、教育委員会を設置、果ては教育界のみならず、日本社会の癌となる日教組を作り、左翼偏向教育を根付かせた。

　　　国の根幹をなす国民を作り上げる教育はボディブローのようにじわじわと国を蝕んでいきます。使節団が設置したＰＴＡは親が学校に口出しをする事を認めてモンスターペアレントを産み、耳触りの良い平和教育の元で日本弱体化政策を推進しました。

　　かつて、日本国のリーダーは何処で育てられたかと言えば、明治維新以前は各藩にあった武士の為の藩校

でした。どんなに貧しい武士であっても、リーダーとしての自覚を持つ様に育てられ、彼ら自身にもその

自覚がありました。明治維新以後、日本政府の進めた富国強兵の富国の部分は旧制高等学校と、

それに連なる９つあった帝国大学（東京、京都、東北、北海道、九州、京城、台北、大坂、名古屋）

で、強兵＝武の部分は言うまでも無く、中條先輩が学ばれた陸軍士官学校、海軍兵学校、陸軍大学校

と海軍大学校です。

　これらの学校で何を教えていたかというと、一般の教科は勿論ですが、人間学、人間とは如何に

あるべきか、人の道というものを教えていたと、中條先輩はおっしゃいました。占領軍は、これらの

日本国のリーダーを育てる学校を悉く潰してしまいました。

　そして、戦後の学校では何を教えたのか。中條先輩曰く、時の務めと書く“時務学“を教えていると。

どうしたら金儲けが出来るか、どうしたら人より早く出世が出来るか、人より早く事務処理が出来るか、

生きていくのに便利な方法を身に付けるかを教えるのが“時務学”なのだそうです。人間性を磨き、

人間として皆から尊敬される人が必ずしも器用に何でもこなせる訳ではありません。

“時務学”の方が人間性を磨くよりも短時間で身に付くし、何より生きていく上で便利な訳で、

こうして所謂アメリカナイズされた日本人が量産され、人間性に多少問題があっても“時務学”を

器用に身に付けた人間が、いつの間にか日本のリーダーになっていったのです。彼等には、本来日本人

が持っていた道徳心や、神に感謝する心、他人を思いやる心などが欠落しています。

近年報道される、親による児童虐待、家庭内暴力、親による子殺し、子による親殺し、高齢者を狙った

若者による詐欺、更には一流企業と思われている企業による詐欺まがいの事件（銀行、生保、証券、

支那の工場での怪しい食品）の増加。こういった道徳心の欠如としか言えない事件は、戦後の教育や

社会のあり方にその原因があるように思えてなりません。

　我が日本は、数千年前から、“豊葦原の瑞穂の国”との美称で呼ばれた稲作の国です。米作りの作業は

辛く、又、共同作業と水を共有しなければならないので、近隣の人々や、家族との絆をとても大切にして

来た国でもあります。近隣の人たちとの絆が横糸に、先祖、子孫との絆が縦糸となって、この国の人々を

律してきた面がありました。ところが、戦後の核家族化や都市化によって生活環境が急激に変化し、横糸、

縦糸共に弱くなって来ているように思います。

　中條先輩は、天皇制についても言及されました。例えば支那・朝鮮では易姓革命といって、力のある者が

前勢力を徹底的に滅ぼし、全く関係の無い国家を作りますですから、今の中共政府と前の国民党とは何の

関係も無いし、ましてや清国、明国も繋がりはありません。同様に今の韓国と朝鮮とは何の関係も無く、

朝鮮と高麗も繋がっていないのは事実です。日本はこれらの国とは異なり、古代より１２５代も連綿と
続く天皇家が存在しています。この天皇家の存在が日本の歴史と伝統の基本になっているのです。

ですから、1192年に源氏が鎌倉に幕府を開いても、日本は日本であって、源氏国にも鎌倉国にもならず、

足利氏がそれに替わっても、足利国にも室町国になる事もなく、日本は日本として有り続けました。

こうして日本が存続出来たのは、その時に権力を持った者に左右される事の無い権威を持ち続けていた

天皇家が存在していたからに他なりません。その権威の持続は、常に国の安寧と国民の幸せを祈っ

て下さっている天皇陛下と皇室を我々が敬い、皇室の弥栄を祈念する事によってのみ、持続出来るのでは

ないでしょうか？我々学習院に学んだ者こそが、その思いを強く持つべきだと、私は常々思っています。
　昭和20年８月９日の御前会議に於いて、本当は敗戦を受け入れざるを得ない事が分っていながらも、

なかなかそれを認める事が出来ない中で、鈴木貫太郎総理大臣が陛下の御聖断を仰ぎました。

その時陛下は、先祖から受け継いだ我が国と国民の為に、我が身はどうなっても良いから

和平を望むと御聖断を下されました。この御聖断により、さしたる混乱も無く、８月１５日の終戦を迎え

られたのだと中條先輩もおっしゃいました。正に、常に国の安寧と国民の幸せを祈って下さっている

天皇陛下のお陰と私も思います。
　我が国が主権を回復して既に６０年以上経た今日でも尚、日本だけが一方的に糾弾
された東京裁判史観や占領軍による日本弱体化工作がいまだに日本人自身を縛り付けています。

更に近年では、元々は日本から発信されたものとは言え、南京大虐殺や慰安婦強制連行等の捏造された

反日歴史が中国・韓国によって海外にまで拡散されています。我々は日本国及び日本国民を貶める誹謗中傷を

撒き散らす、この様な策謀を、手をこまねいて見ているだけではいけないと強く思います。

これらが捏造である事を客観的、具体的かつ明確に国内外に発信し、我が国の名誉と尊厳を守らねばなりませ
ん。そして、名実共に真の独立国となり、若者が日本国民であることを誇れる国にし
なければならないと思います。
　私にとっては従前より著書を拝読させて頂き、尊敬申し上げている大先輩の講演でしたので、

とても嬉しく、１時間があっと言う間に過ぎてしまいました。その後も、家族や友人に講演の内容を

何回も話しましたので、先輩の一言一句を今でも牛のように反芻して居ります。中條先輩のお話を伺い、

日本人に生まれ、学習院に学んだ事に、改めて心からの幸せと誇りを感じて居ります。
　最後になりましたが、中條先輩をお招き下さった高沢会長に、心より感謝と御礼を申し上げます。

本当にありがとうございました。

　湘南桜友会　役員

　中野　長司　（昭和50年　法学部卒業）
